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中
国
研
究
集
刊 

称
号
（
総
六
十
号
記
念
号
）
平
成
二
十
七
年
六
月　

七
三
︱
九
一
頁

「
水
戦
」
の
思
想

─
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
十
陣
」
─

湯
浅
邦
弘

序　

言

二
〇
一
〇
年
一
月
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』（
銀
雀
山
漢

墓
竹
簡
整
理
小
組
、
文
物
出
版
社
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
で

は
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
た
「
十
陣
」
と
い
う
文
献
を
取
り
上
げ
、

そ
の
兵
学
思
想
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。「
十
陣
」

は
、
文
字
通
り
、
十
の
陣
形
に
つ
い
て
説
く
文
献
で
あ
る
が
、
そ

の
中
の
「
水
陣
」
は
中
国
兵
学
思
想
史
の
展
開
を
考
え
る
上
で
、

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
の
戦
争

は
、
古
来
、
陸
上
戦
を
基
本
と
し
て
お
り
、
戦
車
や
歩
兵
・
騎
兵

を
い
か
に
運
用
す
る
か
と
い
う
思
考
は
多
く
見
ら
れ
る
も
の
の
、

「
水
戦
」
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
考
察
が
な
い
と
感
じ
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
「
十
陣
」
の
全
体
像
を
確
認
し

た
後
、
そ
の
水
陣
、
水
戦
の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

一
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
再
検
討

『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
は
、
第
一
輯
で
そ
の
刊
行
が
予
告

さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
、
ほ
と
ん
ど
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
突
然

公
開
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
七
二
年
の
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
の
発

見
か
ら
三
十
七
年
後
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』
の
刊
行
か
ら

二
十
四
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
注
1
）
。

そ
の
内
容
は
、
第
一
輯
で
予
告
さ
れ
て
い
た
「
佚
書
叢
残
」
に

該
当
す
る
も
の
で
、
全
体
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」「
陰
陽
時
令
・

占
候
之
類
」「
其
他
」
の
三
部
に
類
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
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目
さ
れ
る
の
は
、「
論
政
論
兵
之
類
」
の
中
に
、
か
つ
て
『
孫
臏

兵
法
』
に
分
類
さ
れ
て
い
た
諸
篇
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
以
下

に
、「
論
政
論
兵
之
類
」
の
目
次
を
掲
げ
る
が
、
こ
の
内
、
☆
印

の
つ
い
て
い
る
篇
は
、
か
つ
て
『
孫
臏
兵
法
』
下
篇
と
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、【　

】
で
表
示
し
て
い
る
も
の
は
、
竹

簡
に
篇
題
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
整
理
者
が
内
容
に
基
づ
い
て
付

け
た
仮
称
で
あ
る
。

☆
将
敗
、
☆
【
将
失
】、
☆
兵
之
恒
失
、
王
道
、
五
議
、
效

賢
、
為
国
之
過
、
務
過
、
観
卑
（
注
2
）
、
持
盈
、
分
士
、
三
乱

三
危
（
以
上
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』
第
三
輯
に
収
録
予
定

の
「
篇
題
木
牘
」
に
篇
名
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
十
二

篇
）

地
典
、
☆
客
主
人
分
、
☆
善
者
、
☆
五
名
五
恭
、
起
師
、
☆

奇
正
、
☆
将
義
、
観
法
、
程
兵
、
☆
【
将
徳
】【
将
過
】、

【
曲
将
之
法
】、
☆
【
雄
牝
城
】、
☆
【
五
度
九
奪
】、
☆
【
積

疏
】、【
選
卒
】、
有
国
務
過
、
十
官
、
患
之
、
六
挙
、
四
伐
、

亡
地
、
五
議
、【
君
臣
問
答
】、【
郭
偃
論
士
】、【
民
之
情
】、

【
有
国
之
効
】、【
有
主
以
為
任
者
】、【
自
危
自
忘
】、【
国
法

之
荒
】、【
聴
有
五
患
】、
聴
在
民
利
、
☆
十
陣
、
☆
十
問
、

☆
略
甲
、
万
乗
、
富
国
、
三
算

当
初
、『
孫
臏
兵
法
』
の
釈
文
が
公
開
さ
れ
た
時
、
上
篇
は
、

概
ね
斉
の
威
王
と
孫
子
（
孫
臏
）
と
の
問
答
、
田
忌
と
孫
臏
と
の

問
答
、
お
よ
び
「
孫
子
曰
」
で
始
ま
る
諸
篇
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
た
の
で
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
下
篇
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
孫
臏
の
兵
法
だ
と
確
信
さ
せ
る
よ
う
な
証
拠
が
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
今
回
の
再
整
理
に
よ
り
、
か
つ
て
『
孫
臏
兵
法
』
下
篇
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
た
諸
篇
が
、
改
め
て
見
直
さ
れ
、「
論
政
論
兵
之

類
」
五
十
篇
中
の
一
篇
と
し
て
再
編
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
我
々
は
、
上
記
の
☆
印
の
付
い
た
諸
篇
を
再
考

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
が
『
孫
臏
兵
法
』
で
あ
る
と
い

う
先
入
観
を
棄
て
て
、
改
め
て
、
そ
の
時
代
性
や
思
想
的
意
義
に

つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
内
の
「
十
陣
」
を
取
り
上
げ
た

い
。
従
来
、『
孫
子
』
と
『
孫
臏
兵
法
』
と
を
比
較
し
て
、『
孫
臏

兵
法
』
で
は
、
陣
法
・
陣
形
に
関
す
る
思
索
が
深
ま
っ
て
い
る
、

と
の
評
価
が
あ
っ
た
。
確
か
に
、
こ
の
「
十
陣
」
は
そ
の
名
が
示

す
と
お
り
、
十
の
陣
形
に
つ
い
て
説
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
訳
や
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
充
分
に
解
明

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

ま
ず
は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
の
写
真
版
お
よ
び
釈
文

に
基
づ
い
て
、「
十
陣
」
を
釈
読
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
た

い
。
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二
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
十
陣
」
釈
読

便
宜
上
、
全
体
を
二
部
に
分
け
る
と
、
ま
ず
、
前
半
冒
頭
に
、

総
論
に
該
当
す
る
部
分
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
十
の

陣
形
の
名
称
が
列
挙
さ
れ
る
。
釈
文
と
現
代
語
訳
を
掲
げ
て
み
よ

う
（
注
3
）
。

十
陣
（
注
4
）

・� （
注
5
）
凡
陣
有
十
。
有
方
陣
、
有
圓
陣
、
有
疏
陣
、
有
數
陣
、

有
錐
行
之
陣
、
有
雁
行
之
陣
、
有
鈎
行
之
陣
、
有
玄
襄
之

陣
、
有
火
陣
、
有
水
陣
。
此
皆
有
所
利
。
方
陣
者
、
所
以

剸
也
。
圓
陣
者
、
所
以
槫
也
。
疏
陣
者
、
所
以
［
口
＋

犬
］
也
。
數
陣
者
、
爲
不
可
剟
。
錐
行
之
陣
者
、
所
以
決

絶
也
。
雁
行
之
陣
者
、
所
以
接
射
也
。
鈎
行
之
陣
者
、
所

以
變
質
易
慮
也
。
玄
襄
之
陣
者
、
所
以
疑
衆
難
故
也
。
火

陣
者
、
所
以
拔
也
。
水
陣
者
、
所
以
倀
固
也
。

お
よ
そ
陣
に
は
十
種
類
が
あ
る
。
方
陣
、
円
陣
、
疏
陣
、
数

陣
、
錐
行
之
陣
、
雁
行
之
陣
、
鈎
行
之
陣
、
玄
襄
之
陣
、
火
陣
、

水
陣
で
あ
る
。
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
利
点
が
あ
る
。
方
陣
は
兵
を
効

率
よ
く
分
割
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
円
陣
は
、
兵
を
集
結
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
疏
陣
は
兵
を
散
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
陣

は
［
多
く
の
小
陣
が
連
携
し
て
］
分
断
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
の
陣
で
あ
る
（
注
6
）
。
錐
行
之
陣
は
［
錐
の
如
く
突
進
し
て
］
敵

を
切
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
雁
行
之
陣
は
、［
敵
を
呼
び
込
み

包
囲
し
て
］
弓
矢
を
接
射
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鈎
行
之
陣
は
、

自
在
に
変
化
し
柔
軟
に
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
玄
襄

之
陣
は
敵
の
士
卒
を
惑
わ
せ
進
軍
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

火
陣
は
［
火
で
］
敵
陣
を
覆
い
尽
く
し
て
奪
う
こ
と
が
で
き
る
。

水
陣
は
［
水
運
を
利
用
し
て
］
敵
の
守
備
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
れ
に
続
く
後
半
部
は
、
各
陣
に
つ
い
て
個
別
の
説
明
が
記
さ

れ
て
い
る
。

・�

方
陣
之
法
、
必
薄
中
厚
方
、
居
陣
在
後
。
中
之
薄
也
、
將

以
［
口
＋
犬
］
也
。
重
□
其
□
、
將
以
剸
也
。
居
陣
在

後
、
所
以
…
…

【
圓
陣
之
法
】
…
…

【
疏
陣
之
法
】、
其
甲
寡
而
人
之
少
也
、
是
故
堅
之
。
武
者

在
旌
旗
、
是
人
者
在
兵
。
故
必
疏
鉅
間
、
多
其
旌
旗
羽

旄
、
砥
刃
以
爲
旁
。
疏
而
不
可
蹙
、
數
而
不
可
軍
者
、
在

於
慎
。
車
毋
馳
、
徒
人
毋
趨
。
凡
疏
陣
之
法
、
在
爲
數

醜
、
或
進
或
退
、
或
擊
或
［
豕
＋
頁
］、
或
與
之
佂
、
或

（ 75 ）



要
其
衰
。
然
則
疏
可
以
取
銳
矣
。

數
陣
之
法
、
毋
疏
鉅
間
、
戚
而
行
首
積
刄
而
信
之
、
前
後

相
保
、
變
□
□
□
、
甲
恐
則
坐
、
以
聲
坐
□
、
往
者
弗

送
、
來
者
弗
止
、
或
擊
其
迂
、
或
辱
其
銳
、
笲
之
而
無

間
、［
車
＋
反
］
山
而
退
。
然
則
數
不
可
掇
也
。

・�

錐
行
之
陣
、
譬
之
若
劍
、
末
不
銳
則
不
入
、
刄
不
薄
則
不

剸
、
本
不
厚
則
不
可
以
列
陣
。
是
故
末
必
鋭
、
刄
必
薄
、

本
必
鴻
。
然
則
錐
行
之
陣
可
以
決
絶
矣
。

【
雁
行
之
陣
】、
…
…
中
。
此
謂
雁
陣
之
任
。
前
列
著
［
有

＋
雍
］、
後
列
若
貍
、
三
…
…
□
□
□
闕
羅
而
自
存
、
此

之
謂
雁
陣
之
任
。

鈎
行
之
陣
、
前
列
必
方
、
左
右
之
和
必
鈎
。
三
聲
既
全
、

五
彩
必
具
、
辨
吾
號
聲
、
知
五
旗
。
無
前
無
後
、
無
…
…

・�

玄
［
羽
＋
襄
］
之
陣
、
必
多
旌
旗
羽
旄
、
鼓
［
羽
＋
非
］

［
羽
＋
非
］
莊
、
甲
亂
則
坐
、
車
亂
則
行
、
已
治
者
□
、

榼
榼
啐
啐
、
若
從
天
下
、
若
從
地
出
、
徒
來
面
不
屈
、
終

日
不
拙
。
此
之
謂
玄
［
羽
＋
襄
］
之
陣
。

但
し
、
以
下
の
火
陣
と
水
陣
に
つ
い
て
は
、「
火
戦
之
法
」「
水

戦
之
法
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

の
み
釈
文
と
現
代
語
訳
を
掲
げ
る
。

・�

火
戰
之
法
、
溝
壘
已
成
、
重
爲
溝
塹
、
五
歩
積
薪
、
必
均

疏
數
、
從
役
有
數
、
令
之
爲
屬
枇
、
必
輕
必
利
、
風
辟

…
…
□
火
既
自
覆
、
與
之
戰
弗
克
、
坐
行
而
北
。
火
戰
之

法
、
下
而
衍
以
［
艸
＋
外
］、
三
軍
之
士
无
所
出
泄
。
若

此
、
則
可
火
也
。
凌
猋
蔣
［
艸
＋
外
］、
薪
蕘
既
積
、
營

窋
未
謹
。
如
此
者
、
可
火
也
。
以
火
亂
之
、
以
矢
雨
之
、

鼓
譟
敦
兵
、
以
勢
助
之
。
火
戰
之
法
。

・�

水
戰
之
法
、
必
衆
其
徒
而
寡
其
車
、
令
之
爲
鈎
楷
蓯
柤
貳

輯
□
絳
皆
具
（
注
7
）
。
進
則
必
遂
、
退
則
不
蹙
、
方
蹙
從
流
、

以
敵
之
人
爲
招
。
水
戰
之
法
、
便
舟
以
爲
旗
、
馳
舟
以
爲

使
、
敵
往
則
遂
、
敵
來
則
蹙
、
推
攘
因
慎
而
飭
之
、
移
之

革
之
、
陣
而
攴
之
、
規
而
離
之
。
故
兵
有
誤
、
車
有
御
、

徒
必
察
其
衆
少
、
擊
舟
［
豕
＋
頁
］
津
、
示
民
徒
來
。
水

戰
之
法
也
。
七
百
八
十
七
（
注
8
）

火
戦
の
法
は
、
堀
と
土
塁
が
で
き
あ
が
る
と
、
さ
ら
に
そ
れ
に

重
ね
て
塹
壕
を
造
り
、
五
歩
ご
と
に
薪
を
積
ん
で
必
ず
そ
の
密
度

を
均
等
に
す
る
。
作
業
に
従
事
す
る
人
数
を
制
限
し
、
彼
ら
に
防

禦
の
柵
を
作
ら
せ
る
。
必
ず
軽
装
で
迅
速
に
し
、
風
は
…
…
を
避

け
る
。
火
が
す
で
に
燃
え
広
が
り
、
戦
っ
て
も
勝
て
な
い
時
は
、

身
を
低
く
し
て
逃
亡
す
る
。
火
戦
の
法
は
、
風
下
に
［
艸
＋
外
］

（
草
木
）
が
広
が
り
、
全
軍
の
士
卒
が
脱
出
で
き
な
い
。
こ
の
よ
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う
な
時
に
は
火
攻
め
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
大
風
を
凌
い
で
蔣

［
艸
＋
外
］（
マ
コ
モ
や
草
木
）
が
茂
り
、
薪
や
柴
草
が
す
っ
か
り

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
陣
営
は
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
時
に
は
、
火
攻
め
に
す
べ
き
で
あ
る
。
火
を
か
け
て
敵
を
乱

し
、
矢
を
雨
の
よ
う
に
射
か
け
、
太
鼓
を
威
勢
良
く
鳴
ら
し
て
兵

の
士
気
を
高
め
、
勢
い
に
よ
っ
て
こ
れ
を
助
け
る
。
こ
れ
が
火
戦

の
法
で
あ
る
。

水
戦
の
法
は
、
必
ず
そ
の
歩
兵
を
多
く
し
て
戦
車
を
少
な
く

し
、
そ
れ
を
曲
が
っ
た
形
や
真
っ
直
ぐ
な
形
に
並
ば
せ
、
蓯
柤
は

重
ね
て
集
め
、
□
絳
は
皆
備
え
る
。
敵
が
進
攻
し
て
く
れ
ば
必
ず

こ
ち
ら
も
応
戦
し
、
敵
が
退
け
ば
こ
ち
ら
か
ら
迫
る
こ
と
は
し
な

い
。
敵
に
迫
る
場
合
に
は
水
の
流
れ
に
従
い
、
敵
の
兵
を
目
標
に

す
る
。
水
戦
の
法
は
、
便
舟
を
旗
艦
と
し
、
馳
舟
を
伝
令
の
船
と

す
る
。
敵
が
進
め
ば
こ
ち
ら
も
進
撃
し
、
敵
が
来
襲
す
れ
ば
、
こ

ち
ら
も
応
戦
す
る
。
敵
を
追
い
払
っ
て
か
ら
慎
重
に
自
軍
を
整
備

し
、
場
所
を
移
し
て
［
隊
列
を
］
変
化
さ
せ
、
陣
立
て
を
し
て

攴
？
し
、
敵
情
を
窺
っ
て
適
度
に
距
離
を
保
つ
。
そ
の
た
め
、
軍

隊
は
鋤
を
携
行
し
、
戦
車
に
は
車
夫
が
随
行
す
る
。
士
卒
は
敵
の

多
少
を
察
知
し
、
舟
を
襲
撃
し
て
船
着
き
場
を
占
拠
し
、
民
に
歩

兵
の
来
攻
を
知
ら
せ
る
。
こ
れ
が
水
戦
の
法
で
あ
る
。

こ
こ
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
水
陣
」「
水
戦
の
法
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
単
な
る
渡
河
作
戦
で
は
な
く
、
水
（
河
）
の
流
れ

を
重
視
し
た
上
で
、「
便
舟
」「
馳
舟
」
と
い
う
船
舶
の
種
類
を
提

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
陸
上
歩
兵
・
戦
車
に
つ
い
て
も
、
こ
の
水

戦
を
想
定
し
た
準
備
を
促
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
船
着
き
場
の
占

拠
と
（
水
流
を
熟
知
し
た
）
民
の
動
員
を
重
視
し
て
い
る
。

後
述
の
よ
う
に
、『
孫
子
』
に
は
、「
火
攻
」
と
い
う
特
殊
戦
術

に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
る
が
、
水
戦
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
さ
れ

て
い
な
い
。
よ
っ
て
、「
十
陣
」
に
お
け
る
「
水
陣
」
の
意
義
を

再
考
し
て
み
る
必
要
が
生
じ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
改
め
て
、

『
孫
子
』『
孫
臏
兵
法
』
に
お
け
る
「
水
陣
」「
水
戦
」
に
つ
い
て

確
認
し
て
み
よ
う
。

な
お
、「
十
陣
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、「
十
陣
」
の
記
述
の

中
に
は
、
そ
れ
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
根
拠
（
例
え
ば
時
代
を
明

示
す
る
固
有
名
詞
、
特
殊
用
語
な
ど
）
が
な
い
。
但
し
、「
論
政

論
兵
之
類
」
の
他
の
諸
篇
と
概
ね
同
時
期
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ

ば
、
そ
れ
は
戦
国
時
代
後
半
期
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
注
9
）
。

三
、『
孫
子
』
兵
法
と
「
水
」

中
国
古
代
に
お
い
て
「
水
戦
」
は
、
春
秋
時
代
の
伍
子
胥
に
始

ま
る
と
さ
れ
る
。『
越
絶
書
』（
佚
文
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が

あ
る
。
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・�

越
絶
書
曰
、
伍
子
胥
水
戰
法
、
大
翼
一
艘
、
廣
丈
六
尺
、

長
十
二
丈
、
容
戰
士
二
十
六
人
、
棹
五
十
人
、
舳
艫
三

人
、
操
長
鉤
矛
斧
者
四
、
吏
仆
射
長
各
一
人
、
凡
九
十
一

人
。
當
用
長
鉤
矛
、
長
斧
各
四
、
弩
各
三
十
二
、
矢
三
千

三
百
、
甲
兜
鍪
各
三
十
二
。（『
太
平
御
覽
』
巻
三
一
五

「
水
戰
」
所
引
）

・�

越
絶
書
曰
、
闔
閭
見
子
胥
、
敢
問
船
運
之
備
何
如
。
對

曰
、
船
名
大
翼
、
小
翼
、
突
冒
、
樓
船
、
橋
船
。
今
船
軍

之
教
、
比
陵
軍
之
法
、
乃
可
用
之
。
大
翼
者
、
當
陵
軍
之

車
。
小
翼
者
、
當
陵
軍
之
輕
車
。
突
冒
者
、
當
陵
軍
之
沖

車
。
樓
船
者
、
當
陵
軍
之
行
樓
車
也
。
橋
船
者
、
當
陵
軍

之
輕
足
剽
定
騎
也
。（『
太
平
御
覽
』
巻
七
七
〇
「
舟
下
」

所
引
）

・�

越
絶
書
曰
、
吳
王
闔
閭
問
伍
子
胥
軍
法
。
子
胥
曰
、
王
身

將
、
即
疑
舡
旌
麾
兵
戟
與
王
舡
等
者
七
艘
、
將
軍
疑
舡
兵

戟
與
將
軍
舡
等
三
舡
、
皆
居
於
大
陣
之
左
右
。
有
敵
、
即

出
就
陣
、
吏
卒
皆
銜
枚
、
敖
歌
擊
皷
者
斬
。（『
太
平
御

覽
』
巻
三
五
七
「
銜
枚
」
所
引
）

楚
か
ら
呉
に
亡
命
し
た
伍
子
胥
は
、
陸
上
の
戦
車
戦
を
モ
デ
ル

と
し
て
水
軍
を
編
成
し
た
（
注
10
）
。「
大
翼
」「
小
翼
」
な
ど
の
編
成

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
運
用
の
詳
細
や
水
戦
の
戦
術

に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
。

た
だ
、
水
戦
と
言
え
ば
伍
子
胥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
の
後

定
着
し
て
行
っ
た
よ
う
で
、
唐
の
李
筌
撰
『
太
白
陰
経
』
水
戦
具

篇
は
、
中
国
古
代
の
戦
争
を
振
り
返
り
、「
水
戰
之
具
、
始
自
伍

員
以
舟
爲
車
、
以
楫
爲
馬
」
と
説
く
。

こ
の
伍
子
胥
の
時
代
こ
そ
、
孫
武
の
活
躍
し
た
春
秋
時
代
末
期

に
相
当
す
る
。
孫
武
・
伍
子
胥
が
軍
師
を
務
め
た
呉
は
、
南
方
の

強
国
で
あ
り
、
呉
越
・
呉
楚
の
戦
争
は
長
期
に
わ
た
っ
た
。
し
か

し
、
周
囲
は
湿
地
帯
や
河
川
が
多
く
、
従
来
の
中
原
の
戦
争
に
見

ら
れ
た
形
態
、
す
な
わ
ち
大
平
原
を
舞
台
と
し
た
戦
車
戦
は
、
必

ず
し
も
適
合
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、『
孫
子
』
も
、
主
と
し
て

機
動
力
に
優
れ
る
歩
兵
を
念
頭
に
置
い
て
戦
術
を
提
示
し
て
い

る
。ま

た
、『
孫
子
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
、「
陣
」
ま
た
は
「
陳
」

に
関
す
る
記
述
は
あ
る
が
、
漠
然
と
し
た
も
の
で
、
恐
ら
く
陸
上

戦
を
前
提
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

・�

無
邀
正
正
之
旗
、
勿
擊
堂
堂
之
陳
、
此
治
變
者
也
。（『
孫

子
』
軍
争
篇
）

・�
輕
車
先
出
居
其
側
者
、
陳
也
。
無
約
而
請
和
者
、
謀
也
。

奔
走
而
陳
兵
者
、
期
也
。
半
進
半
退
者
、
誘
也
。（『
孫

子
』
行
軍
篇
）
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一
方
、『
孫
子
』
に
は
、
特
殊
戦
術
を
説
く
火
攻
篇
が
あ
る
。

し
か
し
、
水
戦
に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、「
水
」
へ
の
注
目
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
水
の
持
つ

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
の
如
く
軍
隊
が
柔
軟
無
形
で
あ
る
べ
き
こ
と
を

説
い
た
も
の
で
あ
る
。
水
戦
や
水
陣
を
説
く
も
の
で
は
な
い
。

・�

勝
者
之
戰
民
也
、
若
決
積
水
於
千
仞
之
谿
者
、
形
也
。

（『
孫
子
』
形
篇
）

・�

激
水
之
疾
、
至
於
漂
石
者
、
勢
也
。
鷙
鳥
之
疾
、
至
於
毀

折
者
、
節
也
。
是
故
善
戰
者
、
其
勢
險
、
其
節
短
、
勢
如

彍
弩
、
節
如
發
機
。（『
孫
子
』
勢
篇
）

・�

夫
兵
形
象
水
、
水
之
形
、
避
高
而
趨
下
。
兵
之
形
、
避
實

而
擊
虛
。
水
因
地
而
制
流
、
兵
因
敵
而
制
勝
。
故
兵
無
常

勢
、
水
無
常
形
。
能
因
敵
變
化
而
取
勝
者
、
謂
之
神
。

（『
孫
子
』
虚
実
篇
）

但
し
、
以
下
の
よ
う
に
、
川
や
沼
沢
地
で
の
戦
い
に
対
す
る
留

意
点
を
説
い
た
部
分
は
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
あ
く
ま
で
陸
上

戦
を
前
提
と
し
て
お
り
、
船
舶
や
水
戦
具
に
関
す
る
記
述
は
な

い
。

孫
子
曰
、
凡
處
軍
相
敵
、
絕
山
依
谷
、
視
生
處
高
、
戰
降
無

登
、
此
處
山
之
軍
也
。
絕
水
必
遠
水
、
客
絕
水
而
來
、
勿
迎

之
於
水
內
、
令
半
渡
而
擊
之
利
。
欲
戰
者
、
無
附
於
水
而
迎

客
。
視
生
處
高
、
無
迎
水
流
。
此
處
水
上
之
軍
也
。
絕
斥

澤
、
惟
亟
去
無
留
。
若
交
軍
於
斥
澤
之
中
、
必
依
水
草
、
而

背
衆
樹
。
此
處
斥
澤
之
軍
也
。（『
孫
子
』
行
軍
篇
）

こ
こ
で
の
主
旨
は
、
渡
河
の
後
に
は
す
ぐ
に
川
か
ら
遠
ざ
か
る

こ
と
。
敵
が
渡
河
し
て
き
た
ら
、
そ
れ
を
川
の
中
で
迎
撃
せ
ず
、

そ
の
半
分
を
渡
ら
せ
て
し
ま
っ
て
か
ら
撃
つ
こ
と
。
戦
闘
の
際
に

は
、
川
の
付
近
で
敵
と
戦
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
で
き
る
だ
け

高
地
に
陣
取
り
、
川
の
下
流
に
い
て
上
流
か
ら
の
敵
に
当
た
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
水
上
」（
川
の
ほ
と
り
）

に
い
る
軍
隊
の
要
諦
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
沼
沢
地
を
越
え
る

際
に
は
、
で
き
る
だ
け
迅
速
に
通
過
す
る
こ
と
。
や
む
を
得
ず
沼

沢
地
で
の
戦
闘
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
必
ず
飲
料
水
と
飼
料
の
草

の
あ
る
そ
ば
で
森
林
を
背
後
に
し
て
陣
立
て
を
す
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
説
く
。

さ
ら
に
、
以
下
の
よ
う
に
、
布
陣
す
る
場
合
に
は
、
高
地
や
日

当
た
り
の
良
い
所
を
選
び
、
そ
の
高
地
が
軍
の
右
後
方
に
位
置
す

る
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
説
く
。
湿
地
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
意

識
が
窺
え
る
が
、
渡
河
す
る
場
合
に
も
、
上
流
で
降
雨
が
あ
り
、

激
流
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
流
れ
が
落
ち
着
く
の
を
待
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て
と
説
く
。

凡
軍
好
高
而
惡
下
、
貴
陽
而
賤
陰
、
養
生
而
處
實
、
軍
無
百

疾
、
是
謂
必
勝
。
丘
陵
隄
防
、
必
處
其
陽
而
右
背
之
。
此
兵

之
利
、
地
之
助
也
。
上
雨
水
沫
至
、
欲
涉
者
、
待
其
定
也
。

（『
孫
子
』
行
軍
篇
）

総
じ
て
、『
孫
子
』
は
、
火
と
水
を
対
比
し
て
、
火
の
方
に
、

戦
力
と
し
て
の
優
位
性
を
見
る
。

故
以
火
佐
攻
者
明
、
以
水
佐
攻
者
強
。
水
可
以
絕
、
不
可
以

奪
。（『
孫
子
』
火
攻
篇
）

そ
れ
は
、
火
攻
め
が
比
較
的
簡
易
な
準
備
で
即
効
性
を
持
つ
の

に
対
し
て
、
水
攻
め
は
、
河
を
堰
き
止
め
た
り
決
壊
さ
せ
た
り
、

敵
の
城
邑
を
水
で
囲
ん
だ
り
す
る
な
ど
の
大
規
模
な
土
木
工
事
を

必
要
と
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
敵
を
分
断
す
る
こ
と
は
で

き
て
も
、
迅
速
に
敵
陣
を
奪
取
す
る
こ
と
が
困
難
だ
か
ら
で
あ

る
。『
孫
子
』
に
お
い
て
、
水
戦
や
水
陣
に
関
す
る
記
述
が
見
ら

れ
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
水
攻
め
に
対
す
る
低
い
評
価
が
影
響
し

て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

四
、『
孫
臏
兵
法
』
と
陣
法

そ
れ
で
は
、
次
に
『
孫
臏
兵
法
』
を
確
認
し
て
み
よ
う
（
注
11
）
。

従
来
の
研
究
で
は
、『
孫
子
』
に
比
べ
て
『
孫
臏
兵
法
』
は
、
陣

形
・
陣
法
に
関
す
る
思
索
が
深
ま
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
て
き

た
。
確
か
に
、『
孫
臏
兵
法
』（
旧
『
孫
臏
兵
法
』
上
篇
）
で
は
、

陣
形
・
陣
法
に
関
す
る
記
述
が
散
見
し
、『
孫
子
』
と
比
較
し
た

場
合
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
威
王
問
篇
に
は
、「
錐
行
」「
雁
行
」「
飄
風
之
陣
」
な

ど
の
陣
に
つ
い
て
、
斉
の
将
軍
田
忌
と
孫
子
（
孫
臏
）
の
問
答
が

見
え
る
。
こ
の
内
、
錐
行
の
陣
は
、
錐
の
よ
う
に
先
の
と
が
っ
た

布
陣
で
、
敵
の
堅
陣
に
穴
を
あ
け
鋭
い
部
隊
を
破
壊
す
る
も
の
。

雁
行
の
陣
は
、
横
に
展
開
し
た
雁
の
列
の
よ
う
な
布
陣
で
、
敵
の

側
面
を
襲
撃
す
る
た
め
の
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
飄
風
の
陣
は
、

文
字
通
り
の
意
味
は
、
つ
む
じ
風
の
よ
う
な
陣
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
竹
簡
の
断
裂
の
た
め
、
具
体
的
な
内
容
は
未
詳
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
問
答
が
一
定
の
史
実
に
基
づ
く
も
の

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
す
で
に
将
軍
田
忌
の
側
に
も
、
こ
う
し
た
各

種
陣
形
に
つ
い
て
の
一
定
の
認
識
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

田
忌
問
孫
子
曰
、
錐
行
者
何
也
。
雁
行
者
何
也
。
篡
卒
力
士
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者
何
也
。
勁
弩
趨
發
者
何
也
。
飄
風
之
陣
者
何
也
。
衆
卒
者

何
也
。
孫
子
曰
、
錐
行
者
、
所
以
衝
堅
毀
銳
也
。
雁
行
者
、

所
以
觸
側
應
□
【
也
】。
篡
卒
力
士
者
、
所
以
絶
陣
取
將
也
。

勁
弩
趨
發
者
、
所
以
甘
戰
持
久
也
。
飄
風
之
陣
者
、
所
以
回

□
□
□
【
也
】。
衆
卒
者
、
所
以
分
功
有
勝
也
。（『
孫
臏
兵

法
』
威
王
問
篇
）

次
に
、
八
陣
篇
で
は
、
敵
情
と
地
形
に
基
づ
い
て
八
陣
を
運
用

す
べ
き
こ
と
を
説
く
。「
因
地
之
利
、
用
八
陣
之
宜
」
と
あ
る
よ

う
に
、
地
勢
の
有
利
な
所
を
利
用
し
て
八
陣
を
活
用
す
べ
き
こ
と

が
説
か
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
戦
闘
は
三
分
の
一
、
待
機
は

三
分
の
二
。
三
分
の
一
で
敵
軍
に
侵
入
し
、
残
り
の
二
で
収
束
を

図
る
と
い
う
。
ま
た
、
戦
闘
に
参
加
す
る
戦
車
と
騎
兵
は
三
つ
に

分
け
、
一
隊
は
右
、
一
隊
は
左
、
一
隊
は
後
尾
に
置
く
と
す
る
。

さ
ら
に
、
地
形
が
平
坦
な
場
合
は
、
味
方
の
戦
車
を
多
く
し
、
地

形
が
険
阻
な
場
合
は
、
味
方
の
騎
兵
を
多
く
し
、
両
側
が
高
く

迫
っ
た
所
で
は
味
方
の
弩
を
多
く
す
る
、
と
説
く
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
陸
上
戦
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

孫
子
曰
、
用
八
陣
戰
者
、
因
地
之
利
、
用
八
陣
之
宜
。
用
陣

三
分
、
誨
陣
有
鋒
、
誨
鋒
有
後
、
皆
待
令
而
動
。
鬭
一
、
守

二
。
以
一
侵
敵
、
以
二
收
。
敵
弱
以
亂
、
先
其
選
卒
以
乘

之
。
敵
強
以
治
、
先
其
下
卒
以
誘
之
。
車
騎
與
戰
者
、
分
以

爲
三
、
一
在
於
右
、
一
在
於
左
、
一
在
於
後
。
易
則
多
其

車
、
險
則
多
其
騎
、
厄
則
多
其
弩
。
險
易
必
知
生
地
、
死

地
、
居
生
擊
死
。（『
孫
臏
兵
法
』
八
陣
篇
）

一
方
、
地
葆
篇
で
は
、
渡
河
作
戦
を
「
不
勝
」
の
戦
法
と
す

る
。
河
を
渡
る
こ
と
、
丘
陵
に
向
か
っ
て
布
陣
す
る
こ
と
、
河
の

流
れ
に
逆
ら
っ
て
い
く
こ
と
、
殺
地
（
非
常
に
不
利
な
地
）
に
い

る
こ
と
、
樹
木
で
敵
の
様
子
が
見
え
な
い
森
林
に
向
か
っ
て
い
く

こ
と
。
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
勝
て
な
い
軍
事
行
動
だ
と
説
く
。
ま

た
、
川
の
位
置
と
流
れ
に
つ
い
て
の
留
意
点
を
記
す
。
東
に
流
れ

る
川
は
生
水
（
生
き
川
）
で
あ
る
が
、
北
に
流
れ
る
川
は
死
水

（
死
に
川
）、
流
れ
な
い
川
も
死
川
だ
と
説
く
。

絶
水
、
迎
陵
、
逆
流
、
居
殺
地
、
迎
衆
樹
者
、
鈞
舉
也
、
五

者
皆
不
勝
。
南
陣
之
山
、
生
山
也
。
東
陣
之
山
、
死
山
也
。

東
注
之
水
、
生
水
也
。
北
注
之
水
、
死
水
。
不
流
、
死
水

也
。（『
孫
臏
兵
法
』
地
葆
篇
）

そ
の
他
、
官
一
篇
で
は
、
戦
況
に
応
じ
た
陣
形
と
し
て
、
索

陣
、
囚
逆
、
雲
陣
、
羸
渭
、
方
、
刲
、
圜
、
喙
逢
、
陽
削
、
奮

国
、
山
胠
、
逶
迤
、
雁
行
、
雑
管
、
蓬
錯
、
曲
次
な
ど
多
く
の
名
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が
見
え
る
。
但
し
、
そ
の
詳
細
が
不
明
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、

「
襲
國
邑
以
水
則
（
国
邑
を
襲
う
に
は
水
則
を
以も
ち

い
）」
の
よ
う

に
、
城
邑
の
水
攻
め
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
が
、
水
戦
（
川
の

中
で
の
戦
い
）
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

邋
軍
以
索
陣
、
茭
肄
以
囚
逆
、
陳
師
以
危
□
、
射
戰
以
雲

陣
、
御
裹
以
羸
渭
、
取
喙
以
闔
燧
、
即
敗
以
包
□
、
奔
救
以

皮
傅
、
燥
戰
以
錯
行
。
用
□
以
正
□
、
用
輕
以
正
散
、
攻
兼

用
行
城
、
□
地
□
□
用
方
、
迎
陵
而
陣
用
刲
、
險
□
□
□
用

圜
、
交
易
武
退
用
兵
、
□
□
陣
臨
用
方
翼
、
泛
戰
接
厝
用
喙

逢
、
囚
險
解
谷
以
□
遠
、
草
駔
沙
荼
以
陽
削
、
戰
勝
而
陣
以

奮
國
、
而
…
…
爲
畏
以
山
胠
、
秦
怫
以
逶
迤
、
便
罷
以
雁

行
、
險
厄
以
雜
管
、
還
退
以
蓬
錯
、
繞
山
林
以
曲
次
、
襲
國

邑
以
水
則
、
辯
夜
退
以
明
簡
、
夜
警
以
傳
節
、
厝
入
內
寇
以

棺
士
、
遇
短
兵
以
必
輿
、
火
輸
積
以
車
、
陣
刃
以
錐
行
、
陣

少
卒
以
合
雜
。
合
雜
、
所
以
御
裹
也
。
脩
行
連
削
、
所
以
結

陣
也
。
雲
折
重
雜
、
所
權
趮
也
。
猋
凡
振
陳
、
所
以
乘
疑

也
。
隱
匿
謀
詐
、
所
以
釣
戰
也
。
龍
隋
陳
伏
、
所
以
山
鬭

也
。（『
孫
臏
兵
法
』
官
一
篇
）

以
上
の
よ
う
に
、『
孫
臏
兵
法
』
で
は
、
確
か
に
多
様
な
陣
形

に
関
す
る
記
述
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
水
陣
・
水
戦
に
関
す
る
ま

と
ま
っ
た
思
索
は
見
ら
れ
な
い
。
基
本
的
に
は
陸
上
戦
を
前
提
と

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
従
っ
て
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
十

陣
」
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
、
水
戦
に
関
す
る
記
述
が
そ
の
最
大

の
特
色
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、「
十
陣
」
に
お
け
る
「
水
戦
」
も
、
大
艦
隊
同
士

の
決
戦
を
説
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
、
陸
上
部
隊

と
連
携
し
つ
つ
水
上
で
の
戦
闘
を
行
い
、
攻
守
と
も
に
有
利
な
態

勢
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。「
水
戦
」
と
聞
い
て
三

国
時
代
の
赤
壁
の
戦
い
の
よ
う
な
艦
隊
決
戦
を
連
想
す
る
の
は
早

計
と
言
え
よ
う
。

そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
水
戦
が
そ
も

そ
も
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
古
代

中
国
に
お
け
る
水
戦
は
、
は
じ
め
か
ら
水
上
で
の
艦
隊
決
戦
を
企

図
し
て
登
場
し
た
戦
術
で
は
な
く
、
兵
力
輸
送
の
際
の
偶
発
的
な

武
力
衝
突
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ

う
。『
孫
子
』
や
『
孫
臏
兵
法
』
が
説
く
よ
う
に
、
水
上
や
湿
地

帯
は
戦
場
と
し
て
相
応
し
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
場
所
を

避
け
て
通
れ
な
い
場
合
、
兵
員
・
物
資
・
武
器
等
を
い
か
に
迅
速

に
移
送
す
る
か
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

を
解
決
す
る
も
の
が
、
船
舶
に
よ
る
移
送
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
両
軍
が
同
時
に
こ
れ
を
実
行
し
た
場
合
、
水
上
に

お
け
る
接
触
・
衝
突
が
偶
然
に
発
生
し
、
や
む
を
得
ず
水
戦
に
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な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

仮
に
、
こ
れ
が
水
戦
の
発
生
原
因
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
銀
雀
山

漢
墓
竹
簡
「
十
陣
」
に
お
け
る
「
水
戦
」
も
、
そ
の
延
長
戦
上
に

あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
十

陣
」
で
は
、
予
め
船
舶
の
種
類
を
二
つ
指
摘
し
、
水
戦
の
準
備
を

促
し
て
い
る
。
偶
然
に
輸
送
船
同
士
が
接
近
し
た
場
合
に
ど
う
戦

う
か
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
水
流
を
利
用
し
た
積
極
的
な
水
戦

を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
十
陣
」
の

「
水
戦
」
は
、
船
舶
の
偶
発
的
接
近
・
衝
突
と
い
う
段
階
か
ら
は

も
う
少
し
進
ん
だ
水
上
戦
を
想
定
し
、
そ
の
具
体
的
戦
術
を
説
い

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
他
の
兵
書
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、

『
孫
子
』『
孫
臏
兵
法
』
以
外
の
兵
書
に
も
視
野
を
拡
大
し
て
、
こ

の
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

五
、
兵
書
と
水
戦

ま
ず
、
新
出
土
文
献
『
曹
沫
之
陳
』
を
取
り
上
げ
る
。
一
九
九

四
年
に
上
海
博
物
館
が
購
得
し
た
上
博
楚
簡
は
、『
上
海
博
物
館

蔵
戦
国
楚
竹
書
』
と
し
て
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、『
曹
沫

之
陳
』
は
そ
の
第
四
分
冊
（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
に
収
録
さ
れ

た
資
料
で
あ
る
。『
曹
沫
之
陳
』
は
、
斉
に
領
土
を
奪
わ
れ
た
の

に
失
地
回
復
に
努
め
る
こ
と
な
く
音
楽
に
ふ
け
っ
て
い
た
魯
の
荘

公
（
在
位
前
六
九
三
～
前
六
六
二
）
が
、
曹
沫
の
勧
め
に
従
っ
て

斉
と
の
戦
い
を
決
意
し
、
曹
沫
に
対
し
て
具
体
的
な
陣
法
を
次
々

に
問
い
、
曹
沫
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
（
注
12
）
。『
孫

子
』
に
先
行
す
る
か
も
し
れ
な
い
兵
書
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

莊
公
又
問
、
爲
和
於
陳
如
何
。
答
曰
、
車
間
容
伍
、
伍
間
容

兵
、
貴
有
常
。
凡
貴
人
思
（
使
）
處
前
位
一
行
、
後
則
見

亡
。
進
必
有
二
將
軍
、
毋
將
軍
必
有
數
辟
（
嬖
）
大
夫
、
毋

俾
（
嬖
）
大
夫
必
有
數
大
官
之
師
、
公
孫
公
子
。
凡
有
司
率

長
、
伍
之
間
必
有
公
孫
公
子
、
是
謂
軍
紀
。
五
人
以
伍
、
萬

人
…
…
（『
曹
沫
之
陳
』）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
曹
沫
之
陳
』
の
兵
法
は
、
中
原
（
中
国
の

中
央
部
。
黄
河
の
中
流
か
ら
下
流
地
域
）
で
行
わ
れ
て
い
た
戦
車

中
心
の
戦
争
形
態
を
前
提
と
し
て
い
る
。
戦
争
の
目
的
は
、
失
地

の
回
復
で
あ
る
か
ら
、
戦
場
は
国
境
付
近
に
限
定
さ
れ
、
戦
闘
の

期
間
も
短
い
。
敵
国
領
内
の
奥
深
く
に
進
攻
し
た
り
、
長
距
離
進

撃
し
た
部
隊
に
物
資
を
補
給
す
る
な
ど
の
局
面
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
。

こ
れ
を
『
孫
子
』
と
比
較
す
る
と
、
逆
に
、『
孫
子
』
の
先
進

性
が
際
だ
っ
て
見
え
よ
う
。『
孫
子
』
は
、
戦
車
が
疾
走
し
に
く
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い
長
江
流
域
の
湿
地
帯
を
前
提
に
、
大
量
の
士
卒
を
巧
み
に
操
作

す
る
「
詭
道
」
の
重
要
性
を
説
い
た
。
戦
車
の
正
面
対
決
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
謀
攻
（
謀
略
に
よ
る
攻
撃
）
こ
そ
、
戦
争
の
本

質
だ
と
説
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、『
孫
子
』『
曹
沫
之
陳
』
と
も
、
水

戦
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い
。
特
に
、『
曹
沫
之
陳
』
は
、

基
本
的
に
は
西
周
時
代
の
会
戦
（
戦
車
戦
）
を
前
提
と
し
て
お

り
、
水
に
関
す
る
要
素
は
全
く
見
え
な
い
。

次
に
、「
孫
呉
の
兵
法
」
と
並
び
称
さ
れ
る
『
呉
子
』
に
つ
い

て
確
認
し
て
み
よ
う
。『
呉
子
』
で
は
、
一
部
、
水
戦
に
関
す
る

記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
敵
の
渡
河
作
戦
に
お
い
て
、
敵

が
河
を
渡
り
き
る
前
に
攻
撃
を
し
か
け
よ
と
す
る
も
の
で
、『
孫

子
』
行
軍
篇
の
主
張
と
同
様
で
あ
る
。
自
軍
の
水
戦
・
水
陣
を
説

く
も
の
で
は
な
い
。

武
侯
問
曰
、
若
遇
敵
於
谿
谷
之
間
、
傍
多
險
阻
、
彼
衆
我
寡

爲
之
奈
何
。
起
對
曰
、
諸
丘
陵
林
谷
深
山
大
澤
疾
行
亟
去
勿

得
從
容
。
若
高
山
深
谷
卒
然
相
遇
必
先
鼓
譟
而
乘
之
。
進
弓

與
弩
且
射
且
虜
審
察
其
政
、
亂
則
擊
之
勿
疑
。（『
呉
子
』
応

変
篇
）

こ
こ
で
魏
の
武
侯
は
、
敵
と
渓
谷
で
遭
遇
し
、
か
つ
、
敵
が
多

勢
で
味
方
が
少
数
で
あ
る
場
合
を
想
定
し
て
、
呉
起
に
質
問
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
呉
起
は
、
そ
も
そ
も
丘
陵
や
森
林
、
渓

谷
、
深
い
山
、
大
き
な
沼
沢
地
な
ど
は
素
早
く
通
過
し
て
、
滞
留

す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、
湿
地
帯
や
川
を

避
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
濃
厚
で
あ
る
。

武
侯
問
曰
、
左
右
高
山
地
甚
狹
迫
卒
遇
敵
人
、
擊
之
不
敢
去

之
不
得
爲
之
奈
何
。
起
對
曰
、
此
謂
谷
戰
、
雖
衆
不
用
。
募

吾
材
士
、
與
敵
相
當
軽
足
利
兵
以
爲
前
行
、
分
車
列
騎
隱
於

四
傍
相
去
數
里
、
無
見
其
兵
敵
堅
陣
進
退
不
敢
。
於
是
出
旌

列
旆
行
出
山
外
營
之
。
敵
人
必
懼
、
車
騎
挑
之
勿
令
得
休
。

此
谷
戰
之
法
也
。（『
呉
子
』
応
変
篇
）

次
に
、
武
侯
は
、
左
右
が
高
い
山
で
、
土
地
が
非
常
に
狭
隘
な

所
で
、
突
如
、
敵
と
遭
遇
し
た
場
合
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
呉
起
は
、
そ
れ
は
「
谷
戦
」
で
あ
る
と
定
義
し
た
上

で
、
多
数
の
兵
士
が
い
て
も
役
に
立
た
な
い
の
で
、
武
術
に
優
れ

た
少
数
精
鋭
で
応
戦
す
る
と
説
く
。
ま
た
、「
軽
足
利
兵
」（
素
早

く
走
れ
る
者
、
武
器
を
巧
み
に
使
え
る
者
）
を
先
鋒
と
し
、
機
動

力
に
劣
る
戦
車
や
騎
兵
は
分
割
し
て
、
四
方
に
隠
し
て
お
く
と
説

く
。
但
し
、
こ
れ
は
、
両
側
に
高
い
山
が
迫
る
よ
う
な
土
地
で
の

戦
い
で
、
谷
川
の
中
で
の
戦
い
を
想
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
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武
侯
問
曰
、
吾
與
敵
相
遇
大
水
之
澤
傾
輪
没
轅
水
薄
車
騎
舟

楫
不
設
進
退
不
得
爲
之
奈
何
。
起
對
曰
、
此
謂
水
戰
、
無
用

車
騎
且
留
其
傍
、
登
四
望
必
得
水
情
、
知
其
廣
狹
尽
其
淺

深
、
乃
可
爲
奇
以
勝
之
。
敵
若
絶
水
半
渡
而
薄
之
。（『
呉

子
』
応
変
篇
）

さ
ら
に
武
侯
は
、
湿
地
帯
に
は
ま
り
込
み
、
戦
車
も
騎
兵
も
水

浸
し
と
い
う
状
態
で
、
舟
の
準
備
も
な
く
、
進
退
窮
ま
っ
た
場
合

に
つ
い
て
質
問
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
呉
起
は
、
そ
れ
を
「
水

戦
」
と
定
義
し
た
上
で
、
戦
車
や
騎
兵
は
役
に
立
た
な
い
の
で
、

ま
ず
は
高
地
に
登
っ
て
水
の
状
態
を
観
察
し
、
水
の
広
が
っ
て
い

る
所
、
狭
く
な
っ
て
い
る
所
、
水
深
の
浅
い
所
、
深
い
所
を
把
握

し
た
後
に
、
策
謀
を
め
ぐ
ら
し
て
敵
の
不
意
を
突
く
と
説
い
て
い

る
。
そ
し
て
、
も
し
、
敵
が
水
の
中
を
渡
っ
て
き
た
時
に
は
、
半

ば
ま
で
至
っ
た
時
に
攻
撃
せ
よ
と
説
く
。

「
半
渡
而
薄
之
」
は
、
敵
の
渡
河
作
戦
に
対
す
る
心
得
で
あ
り
、

す
で
に
『
孫
子
』
に
も
見
え
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
沼
沢

地
・
水
地
に
お
い
て
、
呉
起
は
、
特
に
具
体
的
な
手
立
て
を
説
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
水
に
は
ま
り
込
ん
だ
ら
、

そ
の
状
態
を
よ
く
観
察
し
、
策
謀
を
め
ぐ
ら
せ
と
い
う
だ
け
で
あ

る
。
予
め
舟
や
武
器
を
用
意
し
、
積
極
的
に
水
戦
を
仕
掛
け
る
、

な
ど
と
い
う
思
想
で
は
な
い
。「
水
戦
」
と
い
う
用
語
を
明
確
に

提
示
し
た
点
は
注
目
さ
れ
る
が
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
十
陣
」
に

見
え
る
よ
う
な
具
体
的
な
水
戦
を
説
く
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
『
呉
子
』
か
ら
少
し
成
立
が
遅
れ
る
と
思
わ
れ
る
『
尉
繚

子
』
で
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
（
注
13
）
。

・�

梁
惠
王
問
尉
繚
子
曰
、
黃
帝
刑
德
、
可
以
百
勝
、
有
之

乎
。
尉
繚
子
對
曰
、
刑
以
伐
之
、
德
以
守
之
、
非
所
謂
天

官
時
日
陰
陽
向
背
也
。
黃
帝
者
、
人
事
而
已
矣
。（『
尉
繚

子
』
天
官
篇
）

・�

按
天
官
曰
、「
背
水
陣
為
絕
地
、
向
阪
陣
為
廢
軍
」。
武
王

伐
紂
、
背
濟
水
向
山
阪
而
陣
、
以
二
萬
二
千
五
百
人
、
擊

紂
之
億
萬
而
滅
商
、
豈
紂
不
得
天
官
之
陣
哉
。（『
尉
繚

子
』
天
官
篇
）

梁
の
恵
王
は
、
黄
帝
が
百
戦
百
勝
で
き
た
の
は
、「
刑
徳
」（
呪

術
的
兵
法
）
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
質
問
す
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
尉
繚
子
は
、
戦
争
の
勝
敗
は
、
あ
く
ま
で
「
人
事
」
を
尽
く

す
こ
と
に
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、「
天
官
」
の
説
に
よ
れ
ば
、

背
水
の
陣
は
「
絶
地
」（
敗
北
を
招
く
地
）
の
陣
形
だ
と
さ
れ
て

い
る
が
、
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
伐
っ
た
時
は
、
済
水
を
背
に

し
山
を
前
に
し
て
布
陣
し
な
が
ら
勝
利
し
た
と
説
く
。
こ
こ
で

は
、
背
水
の
陣
が
、
基
本
的
に
は
不
利
な
陣
形
で
あ
る
と
い
う
認
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識
が
示
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
最
終
的
な
勝
敗
は
「
人
事
」
に
か

か
っ
て
い
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
尉
繚
子
』
で
は
、『
孫
子
』
と
同
じ
よ
う
に
、「
水
」

の
柔
軟
性
に
注
目
す
る
記
述
が
あ
る
。

勝
兵
似
水
、
夫
水
至
柔
弱
者
也
、
然
所
以
觸
、
丘
陵
必
爲
之

崩
、
無
異
也
、
性
專
而
觸
誠
也
。
今
以
莫
邪
之
利
、
犀
兕
之

堅
、
三
軍
之
衆
、
有
所
奇
正
、
則
天
下
莫
當
其
戰
矣
。（『
尉

繚
子
』
武
議
篇
）

こ
こ
で
は
、
水
の
柔
軟
性
に
先
ず
注
目
し
、
勝
兵
も
水
の
如

く
、
自
在
に
変
化
す
る
と
説
く
。
ま
た
一
方
、
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
も
注
目
す
る
。
水
は
極
め
て
柔
弱
な
も
の
で
あ
る
が
、
時
に
は

丘
陵
を
も
崩
壊
さ
せ
る
よ
う
な
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
水
へ
の
注
目
は
、『
孫
子
』
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
尉
繚
子
』
で
も
、
基
本
的
に
は
、
陸
上
戦
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
水
は
、
あ
く
ま
で
軍
隊
の
柔
軟
性
や
勢
い
を

表
す
比
喩
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、「
武
経
七
書
」
の
一
つ
『
六
韜
』
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

奇
技
者
、
所
以
越
深
水
、
渡
江
河
也
。
強
弩
長
兵
者
、
所
以

踰
水
戰
也
。（『
六
韜
』
龍
韜
・
奇
兵
篇
）

こ
の
奇
兵
篇
で
は
、
様
々
な
用
兵
術
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
、「
奇
技
」（
奇
抜
な
技
術
や
方
法
）
は
深
い
水
（
堀
）

を
越
え
、
大
河
を
渡
る
手
段
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
強
弩

長
兵
」（
強
力
な
弩
や
長
い
槍
）
は
、
川
を
越
え
て
く
る
敵
を
防

ぐ
武
器
だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
自
軍
お
よ
び
敵
軍
の
渡
河
作
戦

が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
下
の
よ
う
に
、
基
本
は

や
は
り
陸
上
戦
で
あ
り
、
し
か
も
見
晴
ら
し
の
き
く
高
地
が
よ
い

と
さ
れ
る
。
渡
河
は
あ
く
ま
で
特
殊
例
外
的
な
作
戦
な
の
で
あ

る
。

處
高
敞
者
、
所
以
警
守
也
。
保
險
阻
者
、
所
以
爲
固
也
。

（『
六
韜
』
龍
韜
・
奇
兵
篇
）

最
後
に
、「
武
経
七
書
」
の
中
で
最
も
成
立
の
遅
れ
る
『
李
衛

公
問
対
』
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

太
宗
曰
、
高
麗
數
侵
新
羅
。
朕
遣
使
諭
、
不
奉
詔
、
將
討

之
、
如
何
。
靖
曰
、
探
知
蓋
蘇
文
、
自
恃
知
兵
謂
中
國
無
能

討
、
故
違
命
、
臣
請
師
三
萬
擒
之
。
太
宗
曰
、
兵
少
地
遙
、

以
何
術
臨
之
。
靖
曰
、
臣
以
正
兵
。
太
宗
曰
、
平
突
厥
時
、

用
奇
兵
。
今
言
正
兵
、
何
也
。
靖
曰
諸
葛
亮
七
擒
孟
獲
、
無

他
道
也
。
正
兵
而
巳
矣
。（『
李
衛
公
問
対
』
巻
上
）

（ 86 ）



そ
の
冒
頭
、
唐
の
太
宗
は
、
高
麗
遠
征
に
際
し
、「
兵
少
地
遙
」

と
い
う
状
況
で
あ
る
か
ら
、
奇
策
が
有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
て

李
靖
に
下
問
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え

て
い
る
。
貞
観
十
八
年
（
六
四
四
）
の
第
一
次
高
麗
征
伐
で
は
、

唐
は
水
陸
両
軍
を
準
備
し
、
李
靖
指
揮
の
歩
兵
騎
兵
お
よ
び
募
兵

は
計
六
万
、
平
壌
道
行
軍
大
総
管
張
亮
率
い
る
水
軍
は
約
四
万
。

別
に
長
安
洛
陽
の
募
兵
三
千
、
戦
艦
四
百
艘
。
総
計
二
十
万
の
大

軍
で
あ
っ
た
が
、
長
安
か
ら
平
壌
ま
で
は
約
三
千
里
余
の
行
程
で

あ
る
。
太
宗
は
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
正
攻
法
で
は
勝
利
が
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
李
靖
は
、

諸
葛
孔
明
の
「
七
擒
孟
獲
」
の
時
で
さ
え
も
、
実
は
「
正
兵
」
に

よ
っ
て
い
た
の
だ
と
断
言
す
る
。

そ
し
て
以
下
、『
李
衛
公
問
対
』
で
論
述
さ
れ
る
の
は
、
専
ら

陸
上
戦
を
前
提
と
し
た
陣
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
以
下
に
記
さ
れ

る
「
八
陣
」「
六
花
陳
法
」
な
ど
の
陣
法
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し

も
そ
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
李
靖
は
、
そ
れ
ら
が
呪
術

的
な
も
の
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る
。

・�

太
宗
曰
、
陣
數
有
九
、
中
心
零
者
、
大
將
握
之
。
四
面
八

向
、
皆
取
準
焉
。
陳
間
容
陳
、
隊
間
容
隊
、
以
前
爲
後
、

以
後
爲
前
、
進
無
速
奔
、
退
無
遽
走
。
四
頭
八
尾
、
觸
處

爲
首
、
敵
衝
其
中
、
兩
頭
皆
救
。
數
起
於
五
、
而
終
於

八
。
此
何
謂
也
。
靖
曰
、
諸
葛
亮
以
石
縱
橫
布
爲
八
行
。

方
陣
之
法
、
即
此
圖
也
。
臣
嘗
教
閲
、
必
先
此
陣
。
世
所

傳
握
機
文
、
蓋
得
其
粗
也
。（『
李
衛
公
問
対
』
巻
上
）

・�

太
宗
曰
、
天
地
風
雲
龍
虎
鳥
蛇
、
斯
八
陣
、
何
義
也
。
靖

曰
、
傳
之
者
誤
也
。
古
人
祕
藏
此
法
。
故
詭
設
八
名
耳
。

八
陳
本
一
也
。
分
爲
八
焉
。
若
天
地
者
、
本
乎
旗
號
、
風

雲
者
、
本
乎
旛
名
。
龍
虎
鳥
蛇
者
本
乎
隊
伍
之
別
。
後
世

誤
傳
、
詭
設
物
象
。
何
止
八
而
已
乎
。（『
李
衛
公
問
対
』

巻
上
）

・�

太
宗
曰
、
朕
與
李
勣
論
兵
、
多
同
卿
說
。
但
勣
不
究
出
處

爾
。
卿
所
制
六
花
陳
法
、
出
何
術
乎
。
靖
曰
、
臣
所
本
諸

葛
亮
八
陳
法
也
。
大
陳
包
小
陳
、
大
營
包
小
營
、
隅
落
鉤

連
、
曲
折
相
對
。
古
制
如
此
。
臣
爲
圖
因
之
。
故
外
畫
之

方
、
内
環
之
圓
。
是
成
六
花
俗
所
號
爾
。（『
李
衛
公
問

対
』
巻
中
）

「
八
陳
」
に
つ
い
て
、
李
靖
は
、
古
人
が
八
陣
の
法
を
秘
蔵
す

る
た
め
に
仮
に
名
づ
け
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
そ

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
後
人
は
天
地
風
雲
竜
虎
鳥
蛇
な
ど
の
詭
名
を

実
体
の
陣
と
誤
解
し
、
そ
の
名
に
拘
泥
し
て
、
そ
れ
ら
に
具
体
的

な
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
付
与
し
て
い
っ
た
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
物
象
が
設
け
ら
れ
て
い
く
（
竜
や
虎
な
ど
の
物
象
に
よ
っ
て
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各
部
隊
が
命
名
さ
れ
て
い
く
）
の
な
ら
、
何
も
、
そ
の
名
は
（
天

地
風
雲
竜
虎
鳥
蛇
と
い
う
）
八
に
止
ま
る
こ
と
は
な
い
と
主
張
す

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
以
下
に
は
、
主
と
し
て
歩
兵
・
戦
車
・
騎
兵
を
前
提
と

し
た
論
述
が
見
ら
れ
る
。

太
宗
曰
、
伍
法
有
數
家
。
孰
者
爲
要
。
靖
曰
、
臣
按
、
春
秋

左
氏
傳
云
、
先
偏
後
伍
。
又
司
馬
法
曰
、
五
人
爲
伍
。
尉
繚

子
有
束
伍
令
。
漢
制
有
尺
籍
伍
符
。
後
世
符
籍
以
紙
爲
之
。

於
是
失
其
制
矣
。
臣
酌
其
法
、
自
五
人
而
變
爲
二
十
五
人
、

自
二
十
五
人
而
變
爲
七
十
五
人
。
此
則
歩
卒
七
十
二
人
、
甲

士
三
人
之
制
也
。
舍
車
用
騎
、
則
二
十
五
人
當
八
馬
。
此
則

五
兵
五
當
之
制
也
。
是
則
諸
家
兵
法
、
唯
伍
法
爲
要
。
小
列

之
五
人
、
大
列
之
二
十
五
人
、
參
列
之
七
十
五
人
、
又
五
參

其
數
、
得
三
百
七
十
五
人
。
三
百
人
爲
正
、
六
十
人
爲
奇
。

此
則
百
五
十
人
分
爲
二
正
、
而
三
十
人
分
爲
二
奇
。
蓋
左
右

等
也
。
穰
苴
所
謂
五
人
爲
伍
、
十
伍
爲
隊
、
至
今
因
之
此
其

要
也
。（『
李
衛
公
問
対
』
巻
中
）

こ
の
内
、「
先
偏
後
伍
」
と
は
、『
左
伝
』
桓
公
五
年
に
、
鄭
の

荘
公
が
魚
麗
の
陳
に
よ
っ
て
周
の
桓
王
の
軍
を
防
い
だ
戦
い
を
指

し
て
い
る
。
偏
車
（
二
十
五
乗
を
一
偏
と
す
る
）
を
前
に
布
陣

し
、
独
立
歩
兵
部
隊
を
後
方
に
布
陣
す
る
と
の
歩
車
共
同
作
戦
で

あ
る
。太

宗
曰
、
車
歩
騎
三
者
一
法
也
。
其
用
在
人
乎
。
靖
曰
、
臣

按
、
春
秋
魚
麗
陳
、
先
偏
後
伍
。
此
則
車
歩
無
騎
。
謂
之
左

右
拒
。
言
拒
禦
而
已
。
非
取
出
奇
勝
也
。
晉
荀
呉
伐
狄
、
舎

車
爲
行
。
此
則
騎
多
爲
便
。
唯
務
奇
勝
。
非
拒
禦
而
巳
。
臣

均
其
術
、
凡
一
馬
當
三
人
、
車
歩
稱
之
。
混
爲
一
法
。
用
之

在
人
。
敵
安
知
吾
車
果
何
出
、
騎
果
何
來
、
徒
果
何
從
哉
。

或
潜
九
地
、
或
動
九
天
。
其
知
如
神
、
唯
陛
下
有
焉
。
臣
何

足
以
知
之
。（『
李
衛
公
問
対
』
巻
中
）

こ
こ
で
も
、「
車
歩
騎
三
者
一
法
」
に
つ
い
て
、「
魚
麗
陳
」
を

指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
右
の
通
り
、
春
秋
時
代
、
鄭
の
荘
公
の
創

始
し
た
陳
法
で
、
車
兵
と
徒
兵
と
の
混
成
部
隊
で
あ
り
、
当
時
と

し
て
は
画
期
的
な
戦
術
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
靖
は
、
防

御
を
主
体
と
し
た
正
兵
で
あ
り
、「
非
取
出
奇
勝
也
」
と
評
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
戦
車
と
歩
兵
の
活
動
を
前
提
と
し
た
陸
上
戦

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
晉
荀
呉
伐
狄
、
舎
車
爲
行
」
と
は
、
荀
呉
が
車
兵
を

廃
し
て
騎
兵
を
登
場
さ
せ
た
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
靖

は
、
騎
兵
を
活
用
し
た
奇
策
で
あ
り
、「
唯
務
奇
勝
。
非
拒
禦
而
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巳
」
と
評
す
る
が
、
こ
れ
も
騎
兵
が
積
極
的
に
活
動
で
き
る
陸
上

戦
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
李
靖
は
、「
混
爲
一
法
。
用
之
在
人
」、「
或

潜
九
地
、
或
動
九
天
」
と
、
車
・
歩
・
騎
の
三
兵
科
の
混
成
に
よ

り
、
神
出
鬼
没
の
戦
闘
が
可
能
に
な
る
と
説
く
（
注
14
）
。

一
方
、『
李
衛
公
問
対
』
で
は
、
兵
の
形
が
水
を
理
想
と
す
る

こ
と
も
説
か
れ
る
。

太
宗
曰
、
五
行
陳
如
何
。
靖
曰
、
本
因
五
方
色
立
此
名
。
方

圓
曲
直
銳
、
實
因
地
形
使
然
。
凡
軍
不
素
習
此
五
者
、
安
可

以
臨
敵
乎
。
兵
詭
道
也
。
故
強
名
五
行
焉
。
文
之
以
術
數
相

生
相
剋
之
義
。
其
實
兵
形
象
水
、
因
地
制
流
。
此
其
旨
也
。

（『
李
衛
公
問
対
』
巻
中
）

太
公
望
呂
尚
創
始
の
兵
陳
と
さ
れ
る
「
五
行
陳
」
に
つ
い
て
、

李
靖
は
、
こ
れ
も
詭
道
の
一
種
で
、「
強
名
五
行
」（
あ
え
て
五
行

の
名
を
付
け
た
）
も
の
で
あ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、「
兵
形
象
水
、

因
地
制
流
」
と
水
を
高
く
評
価
す
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
通
り
、

す
で
に
『
孫
子
』
虚
実
篇
に
、「
夫
兵
形
象
水
、
水
之
形
、
避
高

而
趨
下
、
兵
之
形
、
避
實
而
擊
虛
、
水
因
地
而
制
流
、
兵
因
敵
而

制
勝
」
と
見
え
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、『
李
衛
公
問
対
』
で
は
、
陣
形
に
関
す
る
論
述

は
多
数
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
陸
上
戦
を
前

提
と
し
た
正
攻
法
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
水
に
関
す
る

言
及
も
、『
孫
子
』
同
様
、
そ
の
柔
軟
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
説
く
も
の
で
、
水
戦
・
水
陣
に
つ
い
て
解
説
す
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

但
し
、
唐
・
李
筌
『
太
白
陰
経
』
や
北
宋
・
許
洞
『
虎
鈐
経
』

と
い
っ
た
百
科
事
典
的
兵
書
に
な
る
と
、
よ
う
や
く
、
戦
具
、
戦

法
の
一
つ
と
し
て
水
戦
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、

『
太
白
陰
経
』
巻
四
に
は
、「
戦
具
」
と
し
て
攻
城
具
、
守
城
具
、

水
攻
具
、
火
攻
具
、
済
水
具
、
水
戦
具
、
器
械
、
軍
装
な
ど
の
項

目
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
の
水
戦
具
篇
に
は
、「
樓
船
」「
蒙
衝
」

「
戦
艦
」「
走
舸
」「
遊
艇
」「
海
鶻
」
な
ど
の
各
種
船
舶
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。『
太
白
陰
経
』
で
は
、
各
種
兵
器
・
攻
守
城
器
械
・

城
防
設
備
・
水
軍
戦
船
に
関
す
る
論
述
が
全
体
の
一
割
を
占
め
、

そ
の
成
果
は
、
宋
代
の
『
武
経
総
要
』
に
も
多
く
採
録
さ
れ
て
い

る
。ま

た
、『
虎
鈐
経
』
巻
六
に
も
、
水
戦
、
水
利
、
水
攻
、
過
水
、

尋
水
脈
、
火
利
、
火
攻
、
守
城
、
築
城
と
い
っ
た
項
目
が
立
て
ら

れ
て
い
る
。
後
世
の
百
科
事
典
的
兵
書
に
な
る
と
、
さ
す
が
に
水

戦
に
関
す
る
知
識
が
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
銀

雀
山
漢
墓
竹
簡
「
十
陣
」
の
水
戦
は
、
そ
れ
ら
の
遙
か
な
る
先
駆

だ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
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結　

語

以
上
、本
稿
で
は
、銀
雀
山
漢
墓
竹
簡「
十
陣
」を
取
り
上
げ
、そ

の
最
大
の
特
徴
と
し
て
、水
陣
に
関
す
る
一
定
の
記
述
が
見
ら
れ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。そ
し
て
、古
代
の
主
要
な
兵
書
を
概
観
し
て
み

た
が
、そ
こ
に
水
戦
・
水
陣
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
思
索
は
見
ら

れ
ず
、
改
め
て
「
十
陣
」
の
意
義
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
十
陣
」
の
意
義
は
、
春
秋
戦
国
時
代
の
多

様
な
戦
争
形
態
を
整
理
し
、
十
の
陣
法
に
ま
と
め
て
提
示
し
た
こ

と
に
あ
る
が
、
特
に
水
戦
に
関
す
る
明
確
な
記
述
が
見
ら
れ
る
点

に
最
大
の
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、『
李
衛
公
問
対
』
で
問
題
に
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
後
世
、
陰
陽
五
行
説
な
ど
に
基
づ
く
呪
術
的

な
陣
法
も
登
場
す
る
が
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
十
陣
」
は
極
め
て

合
理
的
・
人
為
的
な
発
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
、

『
孫
子
』『
孫
臏
兵
法
』『
呉
子
』『
尉
繚
子
』
な
ど
と
論
調
を
同
じ

く
し
て
い
る
（
注
15
）
。

こ
の
よ
う
な
意
義
を
持
つ
「
十
陣
」
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
、

中
国
の
兵
学
は
、
基
本
的
に
は
、
こ
う
し
た
水
戦
・
水
陣
に
関
す

る
思
索
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
中
国
の
主
戦
場
が
陸
上
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
で
あ
ろ

う
。
中
国
が
仮
に
海
洋
国
家
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
古
く
か
ら
水

戦
（
海
戦
）
の
思
想
や
技
術
が
進
展
し
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
古

代
兵
書
の
中
で
注
目
さ
れ
る
水
と
は
、
せ
い
ぜ
い
渡
河
作
戦
に
お

け
る
川
や
湿
地
帯
で
あ
り
、
原
則
は
、
や
は
り
戦
車
・
騎
兵
・
歩

兵
に
よ
る
陸
上
戦
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
中
国
兵
学
に
お
け

る
水
戦
の
思
想
の
停
滞
を
招
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

注

（
１
）	『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
の
「
後
記
」
に
よ
れ
ば
、
第
二
輯
の
定

稿
は
、
一
九
八
一
年
に
完
成
し
て
い
た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
定

稿
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
二
十
八
年
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
２
）	

原
文
は
「
観
庳
」。
編
者
（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
）
は
こ
れ
を

「
観
卑
」
と
釈
読
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
そ
れ
に
従
う
。

（
３
）	

以
下
、
原
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］』
の

釈
文
お
よ
び
注
釈
等
を
参
考
に
し
、
最
終
的
に
は
筆
者
が
確
定
し
た
文

章
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
竹
簡
が
欠
損
し
て
い
て
文
字
を
確
認
で
き
な

い
が
、
内
容
か
ら
、
編
者
（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
）
が
補
っ
た

箇
所
に
は
【　

】
記
号
を
附
す
。
な
お
、
表
示
で
き
な
い
古
文
字
に
つ

い
て
は
、［
○
＋
△
］
の
よ
う
に
分
解
し
て
示
す
。

（
４
）	
第
一
五
三
一
簡
背
面
に
記
さ
れ
た
篇
題
で
あ
る
。

（
５
）	
以
下
、
段
落
の
冒
頭
に
、
円
形
墨
点
「
・
」
が
打
た
れ
て
お
り
、「
十

陣
」
が
箇
条
書
き
を
意
識
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
但
し
、
必
ず
し
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も
円
形
墨
点
が
確
認
で
き
な
い
箇
所
も
あ
る
。

（
６
）	「
疏
陣
者
、所
以
［
口
＋
犬
］
也
」
の
難
字
に
つ
い
て
は
、金
谷
治
『
孫

臏
兵
法
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
）
が
「
吠
」
の
異
体
字
と

し
、「
脱
」（
脱
離
の
意
）
の
仮
借
と
み
る
の
に
従
っ
た
が
、
林
志
鵬
「
讀

《
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］》「
論
政
論
兵
類
札
記
」」（『
簡
帛
研
究
二
〇

一
三
』）
は
、「
呉
」
の
誤
り
と
し
、「
虞
」
に
訓
ん
で
、
欺
く
、
あ
る
い

は
、
防
備
の
意
と
す
る
。

（
７
）	「
鈎
楷
蓯
柤
」
は
難
解
な
箇
所
で
あ
る
。
金
谷
治
『
孫
臏
兵
法
』
は
「
鈎

楷
」
に
つ
い
て
は
、
曲
が
っ
た
形
や
真
っ
直
ぐ
な
形
と
解
し
、「
蓯
柤
」

に
つ
い
て
は
、
水
戦
の
道
具
の
名
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

林
志
鵬
「
讀
《
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
貳
］》「
論
政
論
兵
類
札
記
」」
は
、「
鈎

楷
」「
蓯
柤
」
と
も
、
水
戦
具
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

（
８
）	

原
注
に
よ
れ
ば
、
本
篇
に
現
存
し
て
い
る
文
字
と
欠
字
を
補
う
と
、

計
七
五
〇
字
と
な
り
、
こ
の
表
示
よ
り
三
十
七
字
少
な
い
。
但
し
、「
圓

陣
之
法
」
の
解
説
文
は
完
全
に
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
約
一
簡

分
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
こ
の
数
値
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
９
）	

銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
中
國
出
土
文
獻
研
究
─
上
博
楚
簡
與
銀
雀
山
漢
簡
』（
台
湾
・
花

木
蘭
文
化
出
版
社
・
古
典
文
献
研
究
輯
刊
第
十
五
編
、
二
〇
一
二
年
）、

お
よ
び
『
竹
簡
学
─
中
国
古
代
思
想
の
探
究
─
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
10
）	

但
し
、
同
じ
く
『
越
絶
書
』
佚
文
に
は
、「
越
爲
大
翼
、
小
翼
、
中
翼
、

爲
船
軍
戰
」（『
初
学
記
』
巻
二
十
五
所
引
）、「
越
爲
大
翼
、
中
翼
、
小

翼
之
船
、
以
水
戰
」（『
事
類
賦
注
』
所
引
）
と
あ
り
、
呉
で
は
な
く
越

の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
呉
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
11
）	

以
下
、
原
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
［
壹
］』
の

釈
文
お
よ
び
注
釈
等
を
参
考
に
し
、
最
終
的
に
は
筆
者
が
確
定
し
た
文

章
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
竹
簡
が
欠
損
し
て
い
て
文
字
を
確
認
で
き
な

い
が
、
内
容
か
ら
、
編
者
（
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
）
が
補
っ
た

箇
所
に
は
【　

】
記
号
を
附
す
。

（
12
）	『
曹
沫
之
陳
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
「
上
博
楚
簡
『
曹
沫

之
陳
』の
兵
学
思
想
」（『
戦
国
楚
簡
研
究
二
〇
〇
五
』〔『
中
国
研
究
集
刊
』

別
冊
特
集
号
第
三
十
八
号
〕、
二
〇
〇
五
年
。
後
、
湯
浅
邦
弘
編
『
上
博

楚
簡
研
究
』〔
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
〕
に
再
録
）
参
照
。

（
13
）	『
尉
繚
子
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
中
国
古
代
軍
事
思
想

史
の
研
究
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
14
）	『
李
衛
公
問
対
』
は
、
漢
代
か
ら
三
国
時
代
の
基
本
的
な
軍
制
に
つ
い

て
、「
觀
漢
魏
之
間
軍
制
、
五
車
爲
隊
、
僕
射
一
人
、
十
車
爲
師
、
率
長

一
人
。
凡
車
千
乘
、
將
吏
二
人
。
多
多
倣
此
」
と
解
説
し
て
い
る
。

（
15
）	

中
国
古
代
の
兵
学
は
、『
孫
子
』
を
代
表
と
す
る
権
謀
術
数
的
兵
学
が

主
流
で
あ
っ
た
が
、
天
体
や
雲
気
の
観
望
等
に
よ
っ
て
勝
敗
を
予
測
し

よ
う
と
す
る
呪
術
的
兵
学
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
点

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
戦
い
の
神
─
中
国
古
代
兵
学
の
展
開
─
』

（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（ 91 ）


